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和束町第５次総合計画に向けた 

住民ワークショップ結果概要 

 

開催日時 ： 令和２年 12月 13日 午後２時～４時 

開催場所 ： 和束町社会福祉センター２階 大ホール 

参加者  ： 子育て世代の方 ７名（内１名欠席） 

 

 

 

＜ワークショップ結果の要旨＞ 

 

 ワークショップで出された様々な意見は次ページ以降に掲載していますが、その結果要旨は次のよう

に概括されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

〇 和束町の良いところや自慢できることは 

   ・自然環境のすばらしさと、茶の栽培がもたらす特徴ある地域景観 

   ・古くからの歴史・文化や、茶源郷まつり等のお祭り 

   ・「お茶のまち」としてのブランドや歴史 

   ・子供の数は少ないが、子育て支援は全国ベースでもみても非常に手厚い 

   ・関西圏の真ん中にあり、周辺の大都市圏へアクセスしやすい位置にある 

 

〇 一方、和束町の問題点や課題は 

   ・茶業界以外では、和束町の知名度は非常に低い 

   ・少子高齢化が急激に進行し、人口減少が続きこのまま続くと消滅しかねない 

   ・働く場所が少なく、生活面（買い物、医療・福祉、住居、交通 等）での各種機能も

脆弱なので、定住する条件が弱い 

 

〇 これらを踏まえ、今後のまちづくりの基本的な方向は 

・「お茶」の分野を除き、和束の知名度は非常に低いのが現実 

・まずは、「和束のアピール」を様々な形で展開すべき 

・キャッチフレーズ的には“本物のお茶に出会えるまち和束” 

・また、今後の人口対策を踏まえ、子育て支援がどこよりも手厚いことに加え 

“小さいまちだからこそできる、ユニークな子ども教育のまち”を目指す 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料６ 
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自然が豊か 

大自然に囲まれた

中で生活ができる 

 

水がきれい 

空気がきれい 

和束ならではの 

景観がある 

い坂の大杉さん 

天満宮や 

天満宮の祭り 

摩崖仏等の遺跡 

茶源郷まつり 

茶農家が 

かっこいい 
お茶がおいしい 

インバウンド観光により 

国際的雰囲気がある 

人の雰囲気が 

やさしい 

子どもたちどうしの

繋がりがある 

住民がみんな知り

合いで家族同然 

家の前で 

遊ぶことができる 
コミュニティの 

繋がりがある 

子育てしやすい 

医療費などの子育

て支援が手厚い 

少人数制の教育が

できている 

京都・奈良・大阪・

三重に近い 
他県へのアクセス

がいい 

和束町の良いところ・自慢できること 

【自然環境のすばらしさ】 

【特徴ある歴史・文化遺産やお祭り】 

【お茶の町】 

【お茶を介した観光】 

【子育て環境】 

＜少人数だからこそいい子育て環境＞ ＜子育てを支える住民＞ 

【和束町の特徴的な位置】 
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和束町の問題点や課題 

知名度がない 
子どもが少ない 

同級生のほとんど

が他市町村に 

でている 

スーパーがない 

生活用品を買える

場所が少ない 

大きな病院がない 
住宅が確保しづら

い 

空き家が多い 

車がないと不便 

バスはあっても利

用しづらい 

電車がない 

子どもの通学送迎

が大変である 

交通の便が悪い 

道が狭い 

オフロード自転車

による危険性あり 

救急車が遅い・到

達しにくい 

高齢者の運転が 

危険 

ほのぼのしすぎ 

昔に比べ 

活気がない 

生活様式や 

手続き等が 

アナログすぎる 

家庭で緑茶を飲ん

でいる人が意外と

少ない 

働く場所が少ない 

高齢化が 

進んでいる 

＜日常の買い物＞ ＜医療・福祉＞ ＜住まい＞ 

＜交通・道路環境＞ 

少子高齢化が 

進んでいる 

【町の地名度】 
【少子高齢化 ⇒ 人口減少】 

【町の雰囲気や生活スタイル】 【働く場】 【子どもを取り巻く環境】 

【生活面】 
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今後のまちづくりについて 

小さいからこそＩＣＴ教育を充実させる 特色ある教育体制や内容を工夫する 

町のＨＰには多くのアクセスがあるので、Ｐ

Ｒ媒体として魅力的なものに作り替える 

町としてのインスタやＳＮＳの活用を図る 

茶源郷に有名人（和束にも縁がある天童よ

しみ等）を招待し、町の発信力を強化する 

【和束町を知ってもらうことがまずは重要 ⇒ お茶にも観光にもひいては定住に繋がる】 

【小さくても光るもの（特徴）を出すには、子どもの教育が重要 ⇒ 定住に繋がる】 

空き家を活かし、リノベーションし、多

面的に活用する 

例えば小中一貫校、大学生等と連携した、「和束子ども塾」の設置 

例えば宿泊施設・貸住居・おしゃれなカフェ等の

活用と、それをプロモートする組織の設立 

新たな施設を整備する際には、「和束ルール」を決め、色やデザイン等、

時間をかけて統一感あるふるさとの景観づくりに取組む 

【併せて、住まいの確保や、新たな施設をつくるときには、“和束ルール”で景観づくりに取組む】 

生活するのに欲しい施設は、大き

めのスーパー、薬局、病院 

「お茶」の分野を除き、和束の知名度は非常に低いのが現実 

まずは、「和束のアピール」を様々な形で展開すべき 

キャッチフレーズ的には“本物のお茶に出会えるまち和束” 

また、今後の人口対策を踏まえ、子育て支援がどこよりも手厚いことに加え 

“小さいまちだからこそできる、ユニークな子ども教育のまち”を目指す 

お茶のまちならではの「お茶の博物

館」を創る 

森永製菓のアイスクリーム「パルム」には

“和束茶 100％”が売りになっており、様々

な面でのコラボレーションを展開すべき 

【和束町の将来像】 


